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総合的な駐車対策の在り方策定に当たって 

 
1960 年代以降のモータリゼーションの進展に伴い、増加してきた自動車交通は、利便

性とともに路上駐車という弊害ももたらしました。この駐車問題に対し、都市計画駐車

場の整備や駐車場条例の策定等の対策を進めてきた結果、区部においては駐車場の容量

が増加する一方で、自動車保有台数は減少傾向にあり、駐車場の供用台数と駐車需要の

バランスは急速に改善してきています。 
昨年 3 月に策定した「『未来の東京』戦略」では、人中心の歩きやすいまちづくりを目

指して、コンパクトでスマートなまちづくりの取組を推進することとしました。高質で

安全な歩きやすい空間を創出するためには、自動車動線と歩行者との交錯を避け、街並

みやにぎわいを分断しないよう、駐車対策を着実に推進することが必要となります。 
また、駐車場を取り巻く環境の変化や技術の進展に伴って、求められる駐車対策も多

様化してきており、この「総合的な駐車対策の在り方」では、ゼロエミッション東京の実

現に向けた再生可能エネルギーやグリーン水素の活用、安全で歩きやすいウォーカブル

なまちづくりの推進や DX の推進、新型コロナ危機を契機とした都市づくりなどの、目

指すべき将来像を実現するために、今までの駐車対策にとらわれない、あらゆるモビリ

ティを対象にした検討の方向性を取りまとめ、施策を整理しています。さらに、都内の

様々な地区の特性に応じた柔軟な駐車施策を実施することとしました。 
総合的な駐車対策を進めることで魅力ある都市空間を創出し、東京のまちづくりを強

力に進めるよう、取り組んでまいります。 
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